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「国連
こ く れ ん

識字
し き じ

の10年
ね ん

」の課題
か だ い

上杉
うえすぎ

孝實
たかみち

（龍谷大学教授
りゅうこくだいがくきょうじゅ

・京都大学名誉教授
きょうとだいがくめいよきょうじゅ

）

り組
く

みが、世界
せか い

各国
かっこく

で行
おこな

われてきた。成人
せいじん

の識字
しきじ　

学習
がくしゅう

はそのなかに位置
い ち

づくものであり、コミュニケーシ

ョン能力
のうりょく

や職業技術
しょくぎょうぎじゅつ

の習得
しゅうとく

などさまざまなリテラシ

ーの獲得
かくとく

と関係
かんけい

づけられるべきものである。

また、男女平等
だんじょびょうどう

、多言語
た げ ん ご

・多
た

文化
ぶんか　

教育
きょういく

、社会的
しゃかいてき

諸
しょ

問
もん

題
だい

への取
と

り組
く

みなども結
むす

びつけての識字
しきじ　

学習
がくしゅう

が求
もと

め

られているのであり、その観点
かんてん

からの内容
ないよう

・教材
きょうざい

・方法
ほうほう

の開発
かいはつ

が促
うなが

されている。

世界
せかい

では1億
おく

1300万人
まんにん

の学齢
がくれい

期
き

の子
こ

どもが未就学
みしゅうがく

状態
じょうたい

（内
うち

60％が女子
じょし

）にあり、8億
おく

8000万
まん

人
にん

の成人
せいじん

・

青年
せいねん

が非
ひ

識字
しき じ

（内
うち

64％が女性
じょせい

）であることが指摘
して き

さ

れている。この問題
もんだい

の解決
かいけつ

には国際協力
こくさいきょうりょく

が欠
か

かせず、

日本
にほ ん

ユネスコ国内
こくない

委員
いい ん

会
かい

やユネスコ協会
きょうかい

連盟
　れんめい

でも、

世界
せか い

寺
てら

子
こ

屋
や

運動
うんどう

などで援助
えんじょ

にあたっているが、同時
どう じ

に国内
こくない

の識字
し き じ

問題
もんだい

への取
と

り組
く

みが緊急
きんきゅう

の課題
か だ い

であ

る。

日本
にほ ん

国内
こくない

では、この問題
もんだい

は解決
かいけつ

済
ず

みであるかのよ

うにとらえる向
む

きもあって、国
くに

の政策
せいさく

も不
ふ

十分
じゅうぶん

であ

る。識字
しき じ

率
りつ

が高
たか

いことを前提
ぜんてい

として、もっぱら文字
も じ

で伝達
でんたつ

が行
おこな

われることによって、非
ひ

識字
しき じ

の状態
じょうたい

にあ

る人
ひと

は、他
ほか

の国々
くにぐに

にくらべても、見
み

過
す

ごされ、生活
せいかつ

が

困難
こんなん

になるだけでなく、生命
せいめい

の危険
きけ ん

にもさらされる

ことになる。

国
くに

と自治体
じ ち た い

の真剣
しんけん

な取
と

り組
く

みを

被
ひ

差別
さべ つ

部落
ぶ ら く

の人々
ひとびと

や在日
ざいにち

韓国
かんこく

・朝鮮人
ちょうせんじん

一世
　いっせい

などの

中
なか

で文字
も じ

を奪
うば

われてきた人
ひと

たちが、解放
かいほう

運動
うんどう

によっ

て学
まな

ぶ機会
きか い

を獲得
かくとく

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

や来日
らいにち

の外国人
がいこくじん

の学習
がくしゅう

も盛
さか

んになってきているが、多
おお

くはボランテ

ィアや一部
いち ぶ

の自治体
じ ち た い

によるものであり、その広
ひろ

がり

は限
かぎ

られている。

全国
ぜんこく

夜間
やかん

中学校
ちゅうがっこう

研究会
　けんきゅうかい

は、2003年
ねん

2月
がつ

に日本
に ほ ん

弁護士
べ ん ご し

連合会
れんごうかい

へ人権救済申立書
じんけんきゅうさいもうしたてしょ

を提出
ていしゅつ

し、同会
どうかい

もこ

れを受
う

け入
い

れて審査
しんさ

を始
はじ

めた。全国
ぜんこく

で公立
こうりつ

夜間
やかん

中学校
ちゅうがっこう

「国連
こくれん

識字
し き じ

の10年
ねん

」

がめざすもの

2003年
ねん

から

「国連
こくれん

識字
し き じ

の10年
ねん

」

が始
はじ

まった。

すでに国連
こくれん

は

1990年
ねん

を「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」（用語解説参照
ようごかいせつさんしょう

）

とし、その後
ご

ユネス

コなど国
こく

内外
ないがい

の機関
きかん

で取
と

り組
く

みが進
すす

めら

れてきたが、非
ひ

識字
し き じ

率
りつ

を半分
はんぶん

にするという目標
もくひょう

からはほど遠
とお

いことか

ら、あらためて国連
こくれん

としての10年
ねん

の取
と

り組
く

みをする

ことが総会
そうかい

で決議
けつ ぎ

されたのである。

識字
しき じ

は、読
よ

み書
か

きできるだけでなく、その力
ちから

を生
せい

活
かつ

の向上
こうじょう

や職業能力
しょくぎょうのうりょく

の発展
はってん

に関係
かんけい

づけることが必要
ひつよう

で

あり、ユネスコは「機能
きの う

的
てき

識字
しき じ

」の概念
がいねん

を提起
てい き

してき

た。その後
ご

この概念
がいねん

は、社会
しゃかい

を批判
ひ は ん

的
てき

にとらえる力
ちから

の獲得
かくとく

とも関連
かんれん

づけて用
もち

いられるようになってい

る。

今回
こんかい

は、これに加
くわ

えて、文化
ぶん か

的
てき

アイデンティティ、

民主
みんしゅ

的
てき

参加
さん か

と市民
しみ ん

権
けん

、寛容
かんよう

と他者
たし ゃ

に対
たい

する尊敬
そんけい

、社会
しゃかい

開発
かいはつ

、平和
へい わ

、進歩
しん ぽ

をはぐくむといったものとしてとら

えられている。

識字
しき じ

は英語
えい ご

では「リテラシー」（literacy）と示
しめ

され

る。リテラシーは、今日
こんにち

では、メディア・リテラシー、

情報
じょうほう

リテラシー、法
ほう

リテラシー、科学
かが く

リテラシーな

ど、それぞれの分野
ぶん や

における基礎
き そ

的
てき

な知識
ち し き

・技能
ぎ の う

を

意味
い み

するものになっている。

生活上
せいかつじょう

欠
か

かせないリテラシーの習得
しゅうとく

成人
せいじん

が生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で欠
か

かせないリテラシーを身
み

につけるための教育
きょういく

を、成人
せいじん

基礎
き そ

教育
きょういく

と称
しょう

しての取
と



2003.6*No.52003.6*No.5

5

【国際
こくさい

識字
し き じ

年
ねん

】

国連
こくれん

が1987年
ねん

12月
がつ

7日
にち

の総会
そうかい

で決議
けつ ぎ

した。

何人
なにびと

からも奪
うば

うことのできない「教育
きょういく

への権利
けんり

」

の第一条件
だいいちじょうけん

として、「非
ひ

識字
しき じ

」状態
じょうたい

をなくすこ

とを位置
い ち

づけ、それに向
む

けた世界的
せかいてき

規模
き ぼ

の

運動
うんどう

を展開
てんかい

するために設定
せってい

した。

【エンパワメント】

差別
さべ つ

など社会
しゃかい

的
てき

抑圧
よくあつ

等
とう

により弱者
じゃくしゃ

の立場
たち ば

に立
た

たされてきた個々人
こ こ じ ん

が、その内在
ないざい

する能力
のうりょく

、

行動力
こうどうりょく

、自己決定力
じこけっていりょく

を取
と

り戻
もど

すこと。

用語
よ う ご

解説
か い せ つ

は35校
こう

に過
す

ぎず、多
おお

くの人
ひと

の学
まな

ぶ権利
けん り

が奪
うば

われ

ていることを問題
もんだい

にし、すべての都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

に公立
こうりつ

夜間
やかん

中学校
ちゅうがっこう

の設置
せっ ち

を求
もと

めている。

大阪
おおさか

では、社会教育等
しゃかいきょういくとう

も含
ふく

めて6000人
にん

の人
ひと

が

識字
しき じ

・日本
にほ ん

語
ご

の学習
がくしゅう

をしているが、その何倍
なんばい

もの人
ひと

が学習
がくしゅう

を必要
ひつよう

としていると考
かんが

えられる。国
くに

と

自治体
じ ち た い

の真剣
しんけん

な取
と

り組
く

みが一刻
いっこく

も早
はや

く展開
てんかい

され

なければならないのである。

大阪
おおさか

では、識字
し き じ

・日本
に ほ ん

語
ご

連絡
れんらく

会
かい

が活動
かつどう

を続
つづ

け、

識字
しき じ

・日本
にほ ん

語
ご

センターも発足
ほっそく

した。日本
にほ ん

語
ご

フォーラ

ム全国
ぜんこく

ネットも動
うご

き出
だ

している。互
たが

いに連携
れんけい

して

取
と

り組
く

みを進
すす

め、公的
こうてき

保障
ほしょう

を確
たし

かなものにしなけ

ればならないのである。




